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めたもので，緒論，本文 2 編 6 章および結論から成っている。
緒論では，エポキ、ン樹脂の現況について概観した上で，エポキシ樹脂の構造と物性についての研究の
必用性を考察し，本研究の目的，本論文の位置づけを行っているO
第 1 編においては，まずノボラック 2 核体化合物，すなわちピスフェノールFを原料とするエポキシ
樹脂の合成と，その構造及び物性に関する研究成果をまとめているO すなわち第 1 章では，ピスフェノー
ルF のメチレン結合の位置と硬化物の動的粘弾性との関係を検討して，主鎖が直線状に近いものほど高





すなわち第 1 章では，ノボラック 3 核体化合物を原料とするエポキシ樹脂の構造と硬化物の動的粘弾
性および熱膨張挙動との関係を検討しているO また第 2 章では，ノボラック 4 核体化合物を原料とする
エポキシ樹脂について第 1 章と同様の検討を行って，その結果，主鎖の屈典度が大きくなればなるほど
Tg が低下し，橋かけ点間平均分子量 (Mc) が大きく，フロント係数 (φ) が小さくなるほどの知見を
得ているO さらに第 3 章では， 0 ークレゾールノボラック型エポキシ樹脂・ 0 ークレゾールノボラック
硬化系について，原料ノボラックの構造と硬化物の動的粘弾性および熱膨張挙動との関係を検討してい
? ???
る O また第 4 章では，第 3 章と同様の硬化系についてノボラックの分子量分布が硬化物の物性にどのよ
うに影響するかについて検討し，その結果，核体数が増すほど，また平均分子量が大きくなるほど Tg
が高く， Mc が大きく，またゆが小さくなることを明らかにしている。さらに線膨張係数については，









(2) 3 核体および 4 核体ノボラックについては，核対数の増すほどガラス転移温度が低下すること，ま
たメチレン結合のパラ・オルト比とその物性の関係についても多くの知見を得，線膨張係数や分子量
分布の影響ももとめている。
(3) 以上のようにエポキシ樹脂の骨格構造と物性との関係について蓄積された一連の豊富な基礎的デー
タから，新規な高性能エポキシ樹脂の開発および新たな硬化方法の開拓に，ユニークな考え方を打ち
出すことに成功しているO
以上のように本研究は，高分子化学の合成，構造，および物性面に関して多くの有益な基礎的，工学
的知見を与えたもので，その成果は高分子化学のみならず，有機合成化学分野に貢献するところが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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